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はじめに

東京都（以下「都」という。）は、安心して子供を産み育てることができる環境づくりを

推進するため、周産期医療体制の一層の充実を図っています。

地域において妊娠、出産から新生児に至る高度専門的な医療を効果的に提供するため、周

産期母子医療センター及び周産期連携病院を整備し、都内を８つのブロックに分け、妊産婦

や新生児の状態に応じたきめ細かな搬送体制を構築しています。

また、平成 21 年３月からは、緊急に母体救命措置が必要な妊産褥婦への対応として、

「東京都母体救命搬送システム」の運用を開始し、同年８月からは、周産期搬送コーディ

ネーターを東京消防庁指令室に配置し、24 時間体制でブロックを越えて都全域を対象に搬送

調整を行うなど、周産期医療体制の充実・強化に向けた取組を講じています。

さらに、近年の出生状況、ＮＩＣＵや周産期搬送システムの運用状況等を踏まえ、無痛分

娩やＮＩＣＵ入院児の家族支援の取組を開始するなど、新たな施策を推進しています。

都は、各周産期母子医療センター、周産期連携病院及び入院された患者様の多大なるご理

解、ご協力の下、妊産婦及び新生児の入院患者の状況等に関するデータの集積・解析を行い、

母子医療統計として、周産期医療の動向を把握し、より効果的な施策の展開に活用してきま

した。

この度、これから子供を産み育てる皆様にとって、ご自身やご家族の健康管理、必要な医

療や支援の選択に役立てるための参考資料となるよう、国立成育医療研究センターにご協力

いただき、本書を大幅にリニューアルいたしました。

出産の時期や方法、出生時の赤ちゃんの体重などの傾向をデータでお示しするとともに、

都の地域別の出産の状況、病院機能別の妊娠に関わる合併症や早産への対応状況などを掲載

しています。安全で安心な妊娠・出産、健やかに児を育むこと、そして生まれ来る命を救う

ため、皆様にご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、本事業に対してご協力いただきました関係機関の皆様に、厚くお礼

申し上げます。

令和８年３月

東京都保健医療局医療政策部救急災害医療課
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91％が東京都民、4％が神奈川県民、1％が千葉県民、
3％が埼玉県民、1％がその他でした。

出産の経験

周産期母子医療センター等とは

58％が総合周産期母子医療センター、29％が地域周産
期母子医療センター、13％が周産期連携病院で出産しま
した。

不妊治療

病院の機能ごとの出産数

居住地

出産時のお母さんの年齢は、20歳未満が1％未満、20代
が16％、 30歳～34歳が36％、 35歳～39歳が33％、
40歳以上が15％でした。

出産時のお母さんの年齢

61%が初産でした。

周産期母子医療センターは産科・小児科双方から一貫した総合的かつ高度な周産期医療が提供できる施設です。
産科では緊急帝王切開術等に速やかに対応する体制、小児科ではＮＩＣＵ等 の医療設備を備えています。
総合周産期母子医療センターと地域周産期母子医療センターがあり、施設・設備の状況や体制によって、都道府県知
事が指定・認定します。

周産期連携病院は周産期母子医療センターとの連携の下、産科の24時間体制に加え、産科医師、小児科医師、麻酔
科医師の当直（オンコール）体制を確保し、ミドルリスクの妊産婦に対応する病院です。

東京都には総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センター、周産期連携病院がそれぞれ14施設ずつ、
計42施設あります。
本統計は42施設中27施設における情報を集計した結果です。

34％が不妊治療でした。

東京都の周産期母子医療センター等での出産について
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19％がNICUに、7％がGCUのみに入院しました。

4％がお母さんや赤ちゃんに何らかの問題が起きたため
に出産前に大きな病院に転院（母体搬送）しました。

無痛分娩

母体搬送
NICU・GCU入院

21％が無痛分娩でした。

ハイリスク分娩

17％が持病や妊娠に伴う合併症がある、赤ちゃんが双子
や早産である、など手厚い管理が必要な出産（ハイリスク
分娩）でした。

生まれた時の赤ちゃんの体重

8％が34-36週、5%が34週未満の早産でした。

17％が早く生まれた場合やおなかの中での発育がゆっく
りだった場合などにみられる、2,500g未満で生まれた赤
ちゃん（低出生体重児）でした。

62％が経腟での出産、38％が帝王切開でした。
経腟での出産のうち約5分の1（13％/62%）は器械分娩
で、帝王切開のうち約半数（20%/38%）は緊急での帝王
切開でした。

出産週数

出産方法

NICU（新生児集中治療室）

生まれてすぐに集中的な治療や管理が必要な赤ちゃんのための
病棟です。

GCU（新生児回復治療室）

NICUでの治療を終え、状態が安定してきた赤ちゃんや、比較的
軽い医療的ケアが必要な赤ちゃんが過ごす病棟です。

※ 分娩18,756件を分析した結果となります。

出産方法には経腟での出産と帝王切開があり、
さらに経腟での出産は以下の2つに分けられます。
・自然経腟分娩 ： 器械を用いない出産
・器械分娩 ： いきむ力が不十分であることや赤ちゃんが大
きすぎる等の理由でスムーズに出産が進まず、吸引や鉗子と呼ば
れる器械を用いた出産
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お母さんの年齢が上がるほど不妊治療の割合が高くなり
ました。

不妊治療

高齢出産の割合（東京都の定める周産期搬送ブロックごと）

出産の経験

お母さんの年齢が上がるほど初産の割合が低くなりまし
た。

一般に、35歳以上での出産を「高齢出産」といいます。
年齢とともに妊娠中の合併症は増え、お母さんや赤ちゃんへの負担が大きくなります。
そのため大きな病院での妊婦健診や、帝王切開が必要になる可能性があります。

高齢出産について
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妊娠糖尿病

お母さんの年齢が上がるほど妊娠糖尿病を合併する割合
が高くなりました。

妊娠中に初めて血糖値が高いことが分かる病気です。
妊娠が進むと血糖値を下げる働きが弱くなり、体質によって発症
することがあります。

血糖値が高い状態が続くと、妊娠高血圧症候群を合併したり流産
の可能性が高くなります。また、赤ちゃんは低血糖や黄疸などで
入院する可能性が高くなります。

治療は食事の工夫やインスリン治療が基本です。

また将来、糖尿病になりやすいことが分かっており、出産後も定
期検査と生活習慣の見直しが大切です。

妊娠合併症

お母さんの年齢が上がるほど妊娠高血圧症候群を合併す
る割合が高くなりました。

妊娠高血圧症候群

妊娠中に初めて血圧が高いことが分かる病気です。
原因はまだはっきり分かっていませんが、胎盤の働きが十分でな
いことが関係していると考えられています。

症状は、強い頭痛・むくみ・めまいなどがあり、気になる症状があ
ればすぐ産婦人科に連絡しましょう。

治療は安静や入院、薬剤治療が基本ですが、お母さんや赤ちゃん
が危険と判断される場合には予定日前の出産となることもありま
す。

また将来、高血圧になりやすいことが分かっており、出産後も定
期検査と生活習慣の見直しが大切です。

出産方法 出産週数

お母さんの年齢が上がるほど帝王切開の割合は高くなり
ました。

※ 分娩18,756件を分析した結果となります。

今回の分析では、お母さんの年齢による早産の割合には
差がありませんでした。
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単胎と比べると帝王切開の割合が高くなりました。

出産方法

病院の機能

リスクの高い双子や三つ子ほど総合周産期母子医療センターで出産する割合が高くなりました。

不妊治療

単胎と比べると不妊治療の割合が高くなりました。

双子の種類

赤ちゃんはお腹の中で
｢袋｣ に包まれ（＝生活空間）
｢胎盤｣ から栄養をもらって大きくなります。

この｢袋｣と｢胎盤｣の数で双子の種類が決まります。

双子（双胎）や三つ子（品胎）の妊娠は、お母さんや赤ちゃんへの負担
が大きくなります。そのため大きな病院での妊娠管理や、予定日前の
出産となり、早産等で入院する可能性があります。

• 二絨毛膜二羊膜双胎（DD双胎） 約69％
＝｢袋｣｢胎盤｣ともに2つずつ

生活空間・栄養が完全に独立しています。
双子の一般的なリスクに注意が必要です。

• 一絨毛膜二羊膜双胎（MD双胎） 約30％
＝ ｢袋｣は2つ、｢胎盤｣は1つ

生活空間は独立していますが栄養を共有しています。
そのため栄養の偏りからサイズ差がでることがあります。
双子の一般的なリスクに加え、血液の流れの偏りに
注意が必要です。

• 一絨毛膜一羊膜双胎（MM双胎） 約1％
＝ ｢袋｣｢胎盤｣ともに1つずつ

生活空間・栄養をともに共有しています。
栄養の偏りに加え、へその緒が絡まることがあり、
動くたびお互いに影響し急な変化が起こりやすく
常に見守りが必要です。

双子や三つ子（多胎）のリスク

一般的に、一人のみ（単胎）と比べて
お腹が大きくなりやすく、早産になりやすいです。

双子・三つ子の出産について
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双胎間輸血症候群

MD双胎とMM双胎のうち10％が双胎間輸血症候群
を合併しました。

MD双胎やMM双胎など胎盤を共有する赤ちゃんに起こり、一方
の赤ちゃんに血液が多く流れ、もう一方の赤ちゃんの血液が少な
くなる状態です。多い側には心臓に負担がかかり、少ない側には
成長が遅れるなどの影響が出ることがあります。

程度によってはそれぞれに血液がきちんと行くようにする目的で
「胎児鏡下レーザー治療」を行うことがあります。お母さんのお腹
に細いカメラを入れて、レーザーで血液が偏る原因となっている
血管を焼くことで、その血管をなくす治療です。

単胎と比べるとNICUまたはGCUに入院する割合が高く
なりました。

NICU・GCU入院出産週数

単胎と比べると早産の割合が高くなりました。

生まれた時の赤ちゃんの体重

単胎と比べると低出生体重児の割合が高くなりました。

妊娠合併症

妊娠高血圧症候群

単胎と比べると妊娠高血圧症候群を合併する割合が高く
なりました。

胎児発育不全

単胎と比べると胎児発育不全を合併する割合が高くな
りました。

※ 分娩18,756件を分析した結果となります。

赤ちゃんがその週数の平均的な大きさより小さい状態のことです。
お母さんの合併症、感染、赤ちゃんに何らかの生まれながらの病
気があること、また胎盤やへその緒の働きが悪いこと等が原因と
して知られています。

この状態が疑われる場合には赤ちゃんが元気かどうかの確認が
必要です。また、赤ちゃんが元気でないと判断される場合には予
定日前の出産となることもあります。
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お母さんの肥満度が上がるほど妊娠高血圧症候群を合併
する割合が高くなりました。

お母さんの肥満度が上がるほど巨大児を出産する割合が
高くなりました。

出産方法

生まれた時の赤ちゃんの体重

病院の機能ごとの出産

妊娠合併症

今回の分析では、お母さんの肥満度による産後の入院期
間には差がありませんでした。

産後の入院期間

一般に、BMIが25以上を「肥満」といい、BMIが25以上3０未満は
「肥満１度」、BMIが30以上では「肥満2度以上」といいます。
肥満のあるお母さんは妊娠高血圧症候群等の妊娠合併症が増え、
赤ちゃんは巨大児になり、難産になる可能性が高くなります。

妊娠高血圧症候群

お母さんの肥満度が上がるほど総合周産期母子医療セン
ターで出産する割合が高くなりました。

お母さんの肥満度が上がるほど帝王切開の割合が高くな
りました。

妊娠糖尿病

お母さんの肥満度が上がるほど妊娠糖尿病を合併する割
合が高くなりました。

妊娠前に肥満のあるお母さんの出産について
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今回の分析では、お母さんのやせの有無による切迫早産
を合併する割合には差がありませんでした。

やせのあるお母さんの方が低出生体重児を出産した割合
が高くなりました。

出産週数

生まれた時の赤ちゃんの体重

病院の機能ごとの出産数

妊娠合併症

一般に、BMIが18.5未満を「やせ」といいます。やせのある
お母さんは切迫早産等の妊娠合併症が増え、早産や低出生
体重児の可能性が高くなります。

今回の分析では、お母さんのやせの有無による出産する
病院の機能には差がありませんでした。

切迫早産

このまま進むと予定日前の出産となり、早産になりそうな状態の
ことです。お腹の張りや痛みが続き、子宮の出口が少しずつ開い
てくることがあり、場合によっては破水してしまうこともあります。

この状態が疑われる場合には張り止めや安静のための入院、破水
した場合には感染を防ぐ治療などが必要となることもあります。

胎児発育不全

今回の分析では、お母さんのやせの有無による胎児発育
不全を合併する割合には差がありませんでした。

やせのあるお母さんの方が早産の割合が高くなりました。

妊娠前にやせのあるお母さんの出産について
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持病のある方の出産の割合（東京都の定める周産期搬送ブロックごと）

持病の詳細

妊娠前から持病のあるお母さんは持病のコントロールの程度によっ
てはお母さんや赤ちゃんへの負担が大きくなることがあります。その
ため大きな病院での妊婦健診や帝王切開が必要になる可能性が高く
なります。

持病については、日本産婦人科学会周産期登録における持病の記載をもとにしております。
（病名の後の割合（％）は、それぞれの持病があった方の割合（％）となります）

・以下の器官に疾患をお持ちの方
（中枢神経系1.2％、呼吸器3.0％、消化器1.6％、肝臓0.3％、腎・泌尿器0.9％、血液0.9％、心血管1.3％、甲状腺7.4％、
骨0.6％、筋肉0.1％）

・以下の婦人科疾患をお持ちの方
（子宮の奇形0.5％、子宮筋腫6.5％、子宮腺筋症や内膜症1.4％、子宮頚部異形成3.3％、子宮（その他）2.2％、付属器3.4％）

・以下の診断や処置を受けたことがある方
（外傷や中毒0.03％、精神疾患5.4％、自己免疫疾患1.2％、本態性高血圧0.8％、深部静脈血栓症0.1％、
悪性腫瘍0.3％、子宮筋腫核出術1.3％、糖尿病0.7％、歯科疾患0.1％）

妊娠前から持病のあるお母さんの出産について
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糖尿病のお母さんの出産

てんかんのお母さんの出産

妊娠中は、ホルモンの影響などにより、さらに血圧が上がりやすくなります。

妊娠中に血圧が高い状態が続くと、お母さんや赤ちゃんに負担がかかることがあります。そのため、軽い段階であっても、早めに
治療を開始することが大切です。

妊娠前から高血圧の治療を受けている方は、赤ちゃんへの影響を考慮し、安全性の高いお薬に変更することがあります。

妊娠中の軽い発作は、妊娠や出産に大きな影響を与えないことがほとんどですが、強い発作が起こると赤ちゃんに負担がかか
ることがあり、また発作時の転倒やケガにも注意が必要です。

妊娠する前からてんかんの治療を受けている方は赤ちゃんへの影響を考えて安全な薬に変更することがあります。

出産後は寝不足や疲れから発作が起こりやすくなることがあり、周囲のサポートを受け、無理をしないことが大切です。

またお母さんが飲んでいた薬の影響で、生まれた赤ちゃんが眠りやすい、授乳が上手くできないこと等が起こり得りますが、多く
は自然に良くなります。

高血圧のお母さんの出産

妊娠中は、ホルモンの影響により血糖値が上がりやすくなります。

特に妊娠初期に血糖値が高いほど、赤ちゃんに影響が出る可能性が高くなることがあります。そのため、血糖を十分にコント
ロールしたうえで妊娠を計画することが大切です。

妊娠前から糖尿病の治療を受けている方は、赤ちゃんへの影響を考慮し、安全性の高いお薬に変更することがあります。

出産後は血糖値が下がりやすくなることがあり、低血糖に注意が必要です。

※ 分娩18,756件を分析した結果となります。
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